
団体名 要望事項 回答内容 担当課 現在の対応状況 回答後の具体的な対応

※内容に変更があった項目は朱書きとしています。

令和4年度　要望及び回答一覧（自治会）

　天ヶ瀬温泉街の復興の取組は、玖珠川河川改修事業や新
天ヶ瀬橋復旧事業など長期間を要することとなります。
　そのような中で地域の活性化のため、地域住民が主体的に
取り組む防災の取組やまちづくり活動については、引き続き
市として必要な支援を行っていきたいと考えております。
　要望の災害記念碑の設置につきましては、防災の取組とし
て災害の記憶を後世に継承することは重要なことと捉えてお
りますが、現時点で市がオブジェを取得し、災害記念碑を設
置する予定はありません。
　今後、市として災害に強いまちへ再生するとともに地域活
力の早期復興のため、現状と課題を整理し、復興に向けた方
針やまちのデザイン計画などを定める「天ヶ瀬温泉街復興ま
ちづくり計画」を地域住民の方々の意見をいただきながら策
定し、復興の取組をすすめてまいります。

1．新天ケ瀬橋の残骸（鉄骨の屑）を用いた森貴也制作のオ
ブジェ「ハシノカケラ」の展示品の３～５を日田市所有で取
得したい。

2．災害で残った親柱を３点取り入れたものを設置するこ
と。

3．上記１と２を、災害地公園の天瀬公園に設置したい。

湯山自治会
他

地域振興課

天瀬振興局

都市整備課

①神社下急斜面の土砂の崩壊については、今対策を実施しな
ければ甚大な被害が予想される事から、擁壁の新設、または
モルタル吹付等の対策を早期に実施するよう要望致します。

吹上自治会 都市整備課

　当該地は、樹木の根と地表を覆う下草などによって、地表
の浸食や土砂の流出などの防止を目的とした「土砂崩壊防備
保安林」に指定されており、所管する大分県西部振興局に確
認したところ、立木の伐採や剪定などの行為については、許
可や届出が必要とのことでした。
　市といたしましては、保安林指定の目的や現地の状況を踏
まえ、倒木などの危険性を回避するために枝葉の剪定等を行
うことで対策を図りたいと考えておりますので、実施の時期
が決まりましたら事前にお知らせします。

吹上自治会 都市整備課

②神社境内下の高く成長した雑木については、台風等の強風
時に倒木し、急斜面の土砂崩壊を引き起す事が考えられる事
から伐採を要望致します。

　ご要望の箇所については、「急傾斜地崩壊危険箇所」に指
定されており、以前、当該地区の急傾斜地崩壊対策事業を実
施した大分県日田土木事務所に確認したところ、擁壁や落石
防護柵、モルタル吹付など、既に必要とされる対策は講じて
いるとのことでした。
　市といたしましては、今後も斜面の状況を注視するととも
に、浸食等が確認された箇所については、再度斜面の状況を
確認し、木柵や植生シート等による対策を行いたいと考えて
おりますので、実施の時期が決まりましたら事前にお知らせ
します。
　また、県に対して状況に応じた更なる対策の強化について
働きかけたいと考えております。

　現在、斜面の状況を注視すると
ともに、浸食等が確認された箇所
について、木柵や植生シート等に
よる対策を検討中です。
　県に対しては、引き続き状況に
応じた更なる対策の強化について
働きかけてまいります。

　保安林指定の目的や現地の状況
を踏まえ、倒木などの危険性を回
避するために枝葉の剪定等を行う
ことで対策を図りたいと考えてお
り、適切な時期などを検討してい
ます。調査・協議中

調査・協議中

対応不可

　令和4年度に策定した「天ヶ瀬
温泉街復興まちづくり計画」にお
いて、安全安心の取組として防災
力の向上と合わせて災害伝承に関
する取組を記載しているところで
す。
　市がオブジェを取得し、災害記
念碑を設置する予定はありません
が、今後、計画に基づき、災害伝
承の取組を進めてまいります。
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令和4年度　要望及び回答一覧（自治会）

　斜面の状況について、現地を確認したところ、経年的な風
化による小規模な表面崩壊を起こしていると考えられます。
しかし、当斜面についても「急傾斜地崩壊危険箇所」及び
「土砂崩壊防備保安林」に指定されており、立木の伐採や剪
定などの行為については、許可や届出が必要となります。
　市といたしましては、倒木などの危険性を回避するための
剪定や植生シート等による保護など、斜面の状況に応じた対
策を検討したいと考えております。

③神社参道（トイレ前）の急斜面の土砂崩壊を防止するた
め、モルタル吹付等の対策を要望致します。

吹上自治会 都市整備課

吹上自治会

①玉川バイパスから小迫トンネルへ向かう市道渡里山田線の
吹上神社入口交差点の道路幅が狭く、離合の際に車両が民地
に入り込むことから、離合できる道路幅員を要望致します。

　毎年、市道整備に関する要望は、各地区の振興協議会や自
治会より多く寄せられており、事業実施については、現地の
状況や緊急性等を考慮しながら順次対応を進めているところ
です。
　ご要望の道路拡幅については、地権者のご協力は必要不可
欠となりますが、加えて、国道212号との交差点であるため
公安委員会（警察）との協議も必要となりますので、早期の
改善は難しい状況です。
　今後につきましては、現在工事を進めている「市道北豆田
三郎丸線改良事業」の進捗状況を見極めながら、事業実施に
ついて考えてまいります。

土木課

　毎年、市道整備に関する要望は、各地区の振興協議会や自
治会より多く寄せられており、事業実施については、現地の
状況や緊急性等を考慮しながら順次対応を進めているところ
です。
　ご要望の側溝整備については、令和4年度に集水桝を追加
するなどの応急対策を行ったところです。
　今後につきましては、抜本的な排水対策（側溝整備等）が
必要と考えておりますので、施工時期が決まった際は事前に
お知らせします。

土木課

②小迫トンネルの小迫側で水路から溢れた豪雨が、吹上側へ
流れ込み、町内に被害を及ぼしていることから側溝整備の対
策を要望致します。

吹上自治会

　倒木などの危険性を回避するた
めの剪定や植生シート等による保
護など、斜面の状況に応じた対策
を検討してまいります。

　要望箇所につきましては、現在
事業実施中である市道北豆田三郎
丸線の進捗を考慮しながら検討し
ていきます。

　小迫トンネルの吹上側坑口から
溢れ出す雨水がトンネル内に流れ
込まない様に路肩に止水壁を設置
しました。

対応完了

対応保留

調査・協議中
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丸山１丁目
自治会

　ここに要望致しますは、丸山1丁目中心部を通る道路の整
備です。
　豆田町から一心新橋を通って国道212号に通じる幹線道路
です。以前、舗装工事を施して頂きましたが、年を経ずして
路面の石が外れ、車が通るたびに小石をはじきます。そのた
めに店のガラスにひびが入る、陳列した製品に傷が付く等し
ています。また道路の端に小石が溜まり滑る、側溝のグレー
チングに詰まる。清掃してもきりがないなどの苦情が来てい
ます。
　佐藤米穀店からは一部ではありますが舗装補修が終了して
います。延長して舗装改修工事の早急なる対応をお願いする
次第です。 土木課 対応保留

　毎年、市道整備に関する要望は、各地区の振興協議会や自
治会より多く寄せられており、事業実施については、現地の
状況や緊急性等を考慮しながら順次対応を進めているところ
です。
　ご要望の舗装改修については、舗装面の経年劣化によるも
のと考えられますので、まずは現場を確認し、路面清掃等の
維持管理も行いながら、令和5年度以降順次、補修対応をし
たいと考えておりますので、施工時期が決まった際は、事前
にお知らせします。

　ご要望の舗装改修については、
現場の確認はおこなっていますの
で、令和6年度以降の補修対応を
考えておりますので、施工時期が
決まった際は、事前にお知らせし
ます。
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